
自ら考え、自主的・主体的に行動する態度を育てる特別活動の在り方 

日立市立台原中学校 

１ はじめに 

  台原中学校では、生徒が主体となって学校行事や様々な活動に取り組んでいる。その中で

も、生徒会が中心となって実施した各種行事と各種ボランティア活動について以下に掲載す

る。 

２ 資料 

(1)  クリーン作戦の実施 

 本校では、２年前から地域のゴミ拾いを実施している。昨年度までは、学級を２グルー

プに分け、地域の公園のゴミ拾いのみを実施していたが、今年度は活動時間を延ばし、通

学路や大きな道路のゴミ拾い、持ち帰ったゴミの分別・洗浄まで実施した。昨年度よりも

広い範囲のゴミを拾い（資料１）、分別・洗浄（資料２）までを自分たちで行った。また、

回収したゴミの分別・洗浄を自分たちで行うことによって、SDGｓの 17 目標のうち、11（住

み続けられるまちづくりを）、12（つくる責任つかう責任）、15（陸の豊かさも守ろう）の

目標理解、実践に繋げることができた。 

(2)  各種ボランティア活動の実施 

 本校では今年度から、生徒会とボランティア委員が中心となり、学校をよりよくするた

めに必要な各種ボランティアの募集・実践を行っている。毎回３０人以上の生徒がボラン

ティアに参加し、意欲的に活動している。 

ア 花の苗植えボランティア（資料３） 

    春と秋の２回実施し、植えられたプランターは昇降口や通路に飾られた。その後   

の水やりや花がら摘みも自分たちで実施した。また、秋の花植えの際には、事前のプラ

ンター清掃から自分たちで行い、花を植えるだけでなく、事前の準備の大切さも学ぶ機

会になった。 

 イ 落ち葉掃きボランティア（資料４） 

    例年、学校の北門付近や隣の公園に大量の落ち葉がたまり、通行の邪魔になるため、 

昨年度から実施している。通路だけでなく隣の公園もきれいにすることで、地域のため

に働くことの大切さを学ぶ機会になった。 

   

３ 成果と課題 

  今年度は生徒発案のボランティアを数多く実施し、毎回多くの生徒が参加することができ

た。それにより、自分たちで生活を改善するために必要なことや、人の役に立つことを考え、

実践する力を養うことに繋げることができた。今年度の経験を生かし、来年度も生徒主体の

ボランティア活動の実施や、生徒自ら学校生活を見直し、改善を図るための生徒総会に繋げ

られるようにしていきたい。 
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